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密
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理
韮
寒
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轟
畿
種
務
徳
釜
軽
率
軽
銘
務
黎
転
銘
慈
釜
婆
覇
軽
韻
残
軽
密
寵
藍

歯
舞
、

色
丹
員
が
見
え
る

根
窒
雨
納
沙
布
暉
を
千

一
日

に
ス
タ
ー
ト
し
た
国
民
平
和

大
行
逢
は
、

浜
中
、

厚
岸
、

釧
路
、

弟
子
屈
、

標
茶
の
各

庫
、

寵
居
村
の
七
市
町
村
を

遠
過
し
、

十
三
日
に
釧
路
市

に
入
り
ま
し
耗

通
し
行
進
者
の
漫
避
正
郎

さ
ん
は
、

釧
路
市
長
か
ら
核

兵
器
薦
絶
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
り
、

市
教
育
長
、

市

要
罰
茎
あ
登
肥
奎
移

て
、

釧
路
市
内
の
平
和
行
達

釧
路
核
兵
器
廃
絶

帆
入
力
強
く

に
参
加
し
ま
し
た
。

百
二
十
二
人
の
行
進
．

市

民
に

「
核
兵
携
廃
経
」
を
断

え
、

中
心
市
衛
地
の
幣
舞
橋

か
ら
北
大
通
り
を
経
て
、

栄

町
平
和
公
園
で
平
和
集
会
を

開
き
ま
し
た
。

澄
逢
さ
ん
は

「
五
月
中
は

北
海
遺
を
歩
き
、

東
京
上
野

の
寛
永
寺
は
七
月
二
十
四
日

で
す
。

平
和
行
連
五
十
周
年

に
ふ
さ
わ
し
く
八
十
ョ
間
に

わ
た
り
力
い

っ
ぱ
い
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
ま
す
」
之
の

べ
、

粕
手
に
包
ま
れ
ま
し

耗
釧
監
原
水
協
は
、

幹
線
ヨ

ー
ス
以
外
の
選
臼
、

模
津
、

中
標
番
、

別
海
毎
阿
で

「
網

の
目
冨
進
」
を
実
施
。

十
四

日
は
自
糠
町
を
行
進
し
、

十

コ1臓市内をすすむ平和信進 =13日

勝
に
向
か
い
ま
し
た
。

通
じ
行
進
者
の

森
悦
子
き

わ歓
迎

滝

川

国
員
平
和
大
行
と
の
北
海

道
Ｌ

憂
示
コ
ー
ス
が
十
二
日

に
滝
用
市
入
り
し
ま
し
た
。

市
内
を
三
十
人
で
行
達
し
た

あ
と
、

平
和
公
園
で
通
し
行

造
者
の
療
悦
子
さ
ん
を
歓
迎

す
る
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

滝
用
の
同
行
進
実
行
委
員

曇
の
櫛
田
第
治
郎
さ
ん
が
森

さ
ん
の
労
を
ね
き
ら
い
、

「
森
さ
ん
に
連
帯
し
、

世
界

大
会
の
代
表
派
選
や
九
月
強

会
に
む
け
芽
核
平
和
都
市
宣

言
採
択
の
語
願
を
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

兼
さ
ん
は

「
世
界
が
平
和

で
梗
腰
者
に
光
が
当
た
る
世

の
中
で
“
ワ
礼
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
、

気
力
で
七
月
エ

十
四
日
に
上
野
に
着
け
る
よ

う
に
頑
妻
り
ま
す
」
と
語

り
、

拍
季
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
酒
水
雅
人

市
機
は

「
小
雨
の
中
で
し
た

が
、

み
な
さ
ん
が
歩
け
た
こ

基

尋

た
鴫

用

雪

算
桜
平
和
都
市
督
一富
を
採
択

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
の
べ
ま
し
亮

韻

糧

謹

襲

選

襲

題

繋

覇

警

繁

覇

議

襲

繋

軽

軽
塞

買
い
物
帰
り
の
中
学
生
〓
一も
、

原
水
協
の
伸
間
が
い
て

悦
子
さ
ん
は

「
退
職
を
機

に
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を

め
ざ
し
て
行
進
を
浜
意
し
ま

し
た
。

ど
こ
の
町
に
行

っ
て

教

育

長

や

市
長
ら
訪
間

十
四
日
に
は
、

菊
谷
勝
利

砂
川
市
長
、

教
育
長
ら
を
透

閑
し
、
「
核
兵
器
の
廃
絶
」

を
訴
え
ま
し
た
。 砂

〕l l

昌

平
梨

鍾

年

三

日
、

砂
用
市
内
を
三
十
人
体で

鞠

穏

醍

一

襲
証零
薙
一弾
諒
談
鱗

一ら
声
援
が
飛
び
ま
し
た
ヽ
　

一い
て
、

行
逢
者
と
交
流
し
ま

集
会
で
通
し
行
進
者
の
森

一し
聰


